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背景

• 近年、ロジスティクス管理は、国際競争力、環境とい
った側面から個別の組織の取り組みという範疇を超
えて注目されている。

• 効率的な物流（ユニットロード）を実現するうえで、パ
レットやクレートの管理は重要なロジスティクス課題
である。

• しかし、食品メーカー(発送元)にとっては、出荷先で
の流失や、回収方法・コストなど管理上の課題があ
る。

• （築島、2007; 山崎、2008;高森, 2001 ）
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先行研究

• 回収問題は物流に関わる業界や組織の共通課題
であり、レンタルパレットの共同利用(山越、1998)、
自社パレット運用など多様な管理形態での取組み
が実務的な視点から報告されている。

– 花王㈱(大路、2001)、日本製粉㈱(築島、2007)、旭化成
㈱(新井、2001)

• 具体的なシステム導入効果や、ITを活用した情報

共有を円滑に進める上で不可欠な人的側面に言及
されていない。
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本日のご紹介内容

１．明治乳業のご紹介

２．明治乳業の物流概要

３．空回転容器管理精度向上への取り組み
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１．明治乳業のご紹介

１．売上高 ７, ０６９億８８百万円（０７年度連結）

２．事業内容
牛乳の生産処理及び販売
乳製品・育児用品の製造及び販売
飼糧の製造及び販売・畜産食料の製造及び販売
清涼飲料・他食料品の製造及び販売
食品加工用機械器具の製造及び販売等

３．グループ会社
輸配送グループ会社 １社（明治ﾛｼﾞﾃｯｸ）

販売系グループ会社 ９社

その他グループ会社 ２２社

４ ．工場

１９工場
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社内デポ間
の転送

市販品 市販品・業務用 業務用

牛乳
販売店

スーパー、
ＣＶＳのＤＣ

食品卸のＤＣ
（問屋）

大口取引先
（食品メーカ、外食チェーン）

家庭・個人事業主
パン・ケーキ屋・飲食店等 小売店 食品工場・外食チェーン

宅配ルート
じきめん

直 面

得意先 受注センター 需給チーム

生産計画
出荷指示

配車センター

配車計画

東西２ヶ所のＬＣ

指示

製品の動き

ご注文

指示

製品の動き

市乳工場＆物流拠点
各地の工場＆

物流拠点

消費者

２．明治乳業の市乳部門（牛乳・ヨーグルト等）の物流概要

回転容器の管理担当
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倉庫間転送

市販品

市販品・業務用

業務用

スーパー、
ＣＶＳのＤＣ

食品卸のＤＣ
（問屋）

大口取引先
（食品メーカ、外食チェーン）

小売店 食品工場・外食チェーン

じきめん

直 面

出荷指示

生販会議
毎月開催

生産計画
案

ご注文

指示

製品の動き

得意先

流通温度帯に応じた
マザー営業倉庫

各地の生産拠点

各地の営業倉庫

消費者

受注配送Ｇ 需給管理Ｇ

流通室

２．明治乳業の市乳以外の物流概要

工場、物流、営業が連携 し

てSCMの最適化を図る
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３．空回転容器の管理精度向上への取り組み
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明治乳業が使用している主な回転容器（パレット・クレート類）
クレート：コンテナとも称され、量販店のセンター等までの輸配送に使用

MEIJI

MEIJI

クレート・・・市乳部門専用
５百万個・ ７種類

パレット・・・全部門共用
１５万枚・ ２種類

パレット

クレート

MEIJI

クレート

クレート

＊クレートは一般的にコンテナ
とも称され、段ボールに相当
する機能を有する
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取り組み前の回転容器管理実態とあるべき姿
あるべき姿とは、担当・機能を明確にし、価値を生み出す体制

なかなか実現しない

工場業務
担当部署

回転容器運用
製品の輸送

本社業務
担当部署

総合管理
資産の有効活用

棚卸
資産価値確定

工場
検収

機能
産出す価値

プラット
フォーム

情報交換 情報交換

本社管理担当部が描いたあるべき姿（担当・機能を明確にし、価値を生み出す体制）

工場運用担当部署と密接に関わっている部署 物流部にパレット管理を依頼

取り組み前の回転容器管理実態（担当も機能も不明確）なんらの価値も生み出せない

工場業務
担当不明確

本社業務
購買部

棚卸

工場
検収

機能
産出す価値

プラット
フォーム

受払データ

在庫データ 購入依頼

購入
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現場での空パレット日々管理の問題点とあるべき姿へ
日々の在庫が見え、空パレットの返却がルール化されている

パレット管理の問題点の整理

１．日々の在庫情報が日々必要にも
かかわらず情報が見えない

２．在庫情報の信頼性がない
（必要な時、在庫を過少申告）

３．簡単なルール（製品の転送元に返
脚）

４．パレットの機能に対する認識が希薄
５．各工場で自己完結しようとしていた

（各工場で殆どの製品を生産）

パレット管理のあるべき姿

１．日々の在庫情報が見える
２．在庫情報の信頼性できるもの

（在庫の定義を含め）
３．実情に即したルール

（余る所から合理的に不足の所へ）
４．“たかがパレット、されどパレット”
５．各工場で共用

（生産工場の限定。１工場で全国分を
生産）

１．在庫の見える化、情報の共有化
２．信頼性のある在庫情報
３．余る所から合理的に不足の所に補充ルール化

あるべき姿に近づく為に（生産体制の変遷に対応した）

在庫情報価値の向上
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目の前のあるべき姿を実現するための管理方法の選択
選択のポイントは費用対効果 ・実現の可能性 ・一足飛びで良いのか（これまで存在感がなかった） ？

現状のマンパワーでの解決策 ＲＦＩＤを用いた解決策

現場の管理者の意見聴取
現場を巻き込み連携して取り組む

ＲＦＩＤの浸透状況調査
各種説明会での情報収集

・各種講演会等から情報収集
・開発ソフト費用が高い
・システム構築に時間がかかる
・ＲＦＩＤの単価が高い
・読み取り精度が低い
・アクティブは大きすぎ寿命が短い
・耐水性に難がある
・リサイクルが困難になる

・作業が機械的になる

現場の管理者の意見聴取
（悩みとして、意見を求める）
・現場のモチベーションが低い
・送ってきた元の工場に返していた
・明確なルールがない
・在庫が全く見えない
・全てを管理する必要はない、空の

ものだけを対象にすれば良い
・細かく端数まで必要ない

どんなに良いシステムや機器を投入しても使う側であるラインの
モチベーションが低いと作業が機械的になり、使いこなせるだけの
モチベーションの高さも必要

リ
ス
ク
が
多
く
時
期
尚
早
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目の前のあるべき姿を実現するための管理方法の選択にあたって
回転容器の在庫は２種類に定義される（１．製品付き回転容器在庫 ２．空回転容器在庫 ）

MEIJI

２．空回転容器在庫１．製品付き回転容器在庫

回転容器を管理するにあたり在庫
の把握が困難で、管理精度向上を
行う最大の問題点となっていた。

MEIJI

製
品
が
収
納

積
載
さ
れ
て
い
る

製品が収納・積載され、１容器
あたりの換算係数により在庫
概数は推計が可能。

長年の懸案は管理方法
管理ポイント
在庫の見える化
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適正在庫の見える化
定義された情報の共有化で互いの信頼感を生む

回転容器 適正在庫 工場 棚卸時間

適正在庫、棚卸時間は考え方条件を統一し、工場毎に設定

工場コード 3421 工場名 Ｍ工場 管理部署Ｍ工場 棚卸時間 15:40
検索ＫＥＹ 製品名称 適正在庫 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

1 9969001 (0008600) / パレットA 500 1431 1284 1647 1174 1598 1275 1123 1000 1188 1804
2 9969156 (0008614) /クレートA 60000 45035 42658 50248 53772 56886 60252 69903 59711 56991 61232
3 9969110 (0008616) / クレートＢ 660 660 720 780 420 600 720 900 960 720
4 9969110 (0008628) / クレートＣ 2832 3360 1632 576 384 1200 1248 1536 624 1536
5 9969185 (0008620) / クレートＤ 8208 7200 1008 1008 1584 7200 7488 10800 12528 16560
6 9969184 (0008619) / クレートE 2240 7200 9840 8400 5840 3760 3040 1920 2000 4640
7 9969143 (0008613) / クレートＦ
8 9969105 (0008611) / クレートＧ 2016 9216 15120 10368 15552 16560 17568 21600 26352 19728
9 9969129 (0008912) / クレートH 132 1188 1320 1320 1188 1188 1320 1452 1584 1056

10 9969129 (0008913) / クレートI 132 1452 1056 924 1452 1056 1056 1056 924
11 9969083 (0008645) / クレートＪ
12 9969008 (0008606) / パレットＢ 16 16 4 4 12 13 13 15 16
13 9969102 (0008627) / クレートＫ 90 135 180 135 45 135 225 45 90
14 9969107 (0008113) / クレートＬ 450 450 450 450 450 540 585 630 585 315

表番号８
工場コード 3423 工場名 Ｋ工場 管理部署Ｋ工場 棚卸時間 14:20
検索ＫＥＹ 製品名称 適正在庫 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

1 9969001 (0008600) / パレットA 1000 4652 4086 4183 3756 3790 3438 3673 3514 3925 4016
2 9969156 (0008614) /クレートA 20000 39780 38100 29520 48600 51720 49980 37260 33984 42480 36900
3 9969110 (0008616) / クレートＢ 2520 8160 7560 8460 6600 5880 5880 6600 5520 6360
4 9969110 (0008628) / クレートＣ 13000 9744 1248 1056 2064 4032 5040 3360 10224 2496 4032
5 9969185 (0008620) / クレートＤ 20000 33696 23904 29520 29808 29952 25632 27504 33984 23328 26496
6 9969184 (0008619) / クレートE 12240 18720 21680 14160 16000 13680 17280 18240 19120 17680
7 9969143 (0008613) / クレートＦ
8 9969105 (0008611) / クレートＧ 6768 8496 9792 6048 6912 6480 9216 10944 10080 8640
9 9969129 (0008912) / クレートH 264 132 132 132 132 528 132 132

10 9969129 (0008913) / クレートI 4092 1584 1452 792 528 2112 2112 2640 3960
11 9969083 (0008645) / クレートＪ 4320 5652 3420 5040 2892 4848 7344 9456 11856 9804 9408
12 9969008 (0008606) / パレットＢ 3600 247 247 262 292 68 67 113 173 183 199
13 9969102 (0008627) / クレートＫ 135 180 90 135 135
14 9969107 (0008113) / クレートＬ 180 90 90 90 135 45 45

はじめは入力
されていなかった

社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
何
時
で
も
見
れ
る
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入力確認星取表
情報という媒体を通し、情報交換により信頼関係を構築

空きの在庫を日々入力 適正在庫 日付

入力されたら“○”

２年間毎日メールで
フィードバック

うるさい 親近感

事業所ＣＤ 事業所名 管理事業所 管理在庫（Ａ） 適正在庫（Ｂ） （Ａ）－（Ｂ） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
3423 K工場 800 1000 -200 ○ ○ ○ ○
3220 Nﾃﾞﾎﾟ 118 0 118 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3251 T明治 840 0 840 ○ ○ ○ ○ ○
3252 G牛乳 505 0 505 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3426 CH分工場 0 0 0
3454 CH明治 415 0 415 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3495 TK 732 0 732 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3221 N支店 323 0 323 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3421 M工場 1145 500 645 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3820 KA工場合算 0 350 -350 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3223 G工場 2210 2100 110 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3224 KAR工場 520 170 350 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3420 I工場 0 50 -50 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3413 S工場 0 616 -616
4020 H工場 882 250 632 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5023 A工場 850 800 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5021 S物流ｾﾝﾀｰ 660 0 660 ○ ○ ○ ○ ○ ○
5051 TK明治 698 200 498 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠番

6320 KY工場 1840 1400 440 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6223 SK工場 312 100 212 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7020 S明治 141 800 -659 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8010 O工場 230 200 30 ○
8020 H工場 265 350 -85 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8022 M物流ﾃﾞﾎﾟ 230 50 180 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8094 明販S 116 50 66 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9023 KY工場 2521 1000 1521 ○ ○ ○
1011 N工場 267 20 247 ○ ○ ○ ○
1015 HO工場 0 20 -20
1020 AS工場 799 500 299
1021 SP工場 475 300 175 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1012 NS工場 0 0 0
2024 TOH工場 146 120 26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
135 K部 0 0 0

3197 BT 0 659 -659
3797 NS 0 313 -313
3798 KYO 0 985 -985
191 東日本合計 457 320 137 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
192 西日本合計 456 900 -444 ○ ○ ○ ○ ○ ○

入力が続かない

電話で問題点確認
現場と一緒に解決

工場・デポ

本社と現場の連携！
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空パレットの返却ルート（取り組み前）
市乳製品工場とそれ以外の製品工場との交流はなかった

プ ラ パ レ ッ ト の 回 収 ル ー ト 概 要　　（ルール化前）

市乳工場と関連デポなど 旭川

西春別 十勝

市乳以外の工場と関連デポなど 東乳道東

●市乳とそれ以外の工場との連携はなく、また市乳工場同士 札幌 空パレットのみを保転

　　でも明確なパレットの回収ルールは存在しなかった 溜まる

●不足の事業所は、全国を探し廻った

●パレットが不足の時は疑心暗鬼等 北海道

●連携とはほど遠い!! 明販

容器保転便
東北
地区

回収の為のルール化と的確な在庫情報の見える化が重要 溜り

易い

K連
熊本

関西
京都 群馬

K連
九州 市乳の空箱車の利用
溜り 関東
易い 信越

地区 筑波乳業
東海 愛知工場より  関東・守谷工場より 旭電化

KB 北陸 ブルガリエー 関東
中国 岐阜 地区 東海明治三河

地区
溜り
易い 松山 四国

デポ 明治 軽井沢 埼玉
油脂 購買部

配送便を活用した 松阪
遅滞の無い返却

明治 春日部
油脂

明治 Ｊ
テシマ サー ビ ス 静岡

I田

カントラ
葛西
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０７年０６月０１日 ０３年０２月

プ ラ パ レ ッ ト の 回 収 ル ー ト 概 要（ルール化後、数度の改定を経る） ０４年０２月改定

０５年０６月改定

０５年０９月改定（案）

パレット供給工場、保転便等の通常便を活用した返却ルート 旭川 ０６年０３月改定

西春別 十勝

パレット不足工場、不足時の返却ルート 東乳道東

○市乳工場同士、市乳とそれ以外が徐々に連携するようになる

○近隣での回収ルートが次第に出来てくる

定期的な打ち合わせ等による、往復便等を利用した ◎疑心暗鬼 札幌 空パレットのみを保転

合理化運行等実施ルート ◎連携がとれてきた 溜まる

北海道
明販

容器保転便
東北
地区

不足時対応 溜り
易い

Ｋ果連
熊本

関東（守谷）工場より

関西 不足の時は関西圏より
ラウンド便で製品と混載 京都 群馬 保転便を活用した

遅滞の無い返却
K連

九州 市乳の空箱車の利用（守谷へ） 白州
溜り 関東
易い ラウンド便で製品と混載 信越

地区 筑波乳業
東海 愛知工場より  関東・守谷工場より 旭電化

KB 北陸 ブルガリエー 関東
中国 岐阜 地区 東海明治三河

地区 市乳の空箱車の利用  関東・守谷工場より
溜り 物流部案
易い 松山 四国 　　　　愛知工場より 明治サービスより 神奈川工場

デポ 明治 軽井沢 よりの分を定期化 埼玉
油脂 関東工場の不足は 購買部不足の時

配送便を活用した 松阪 新パレットの投入等 愛知、京都、工場
遅滞の無い返却 により不足分を供給 の帰り便の活用

チーズ保転便の帰り便を利用
明治 在庫の余裕がある時対応 春日部
油脂

明治 Ｊ
テシマ サービ ス 静岡 　酪農購買部

I田 軽井沢に供給後余剰のものは 　原料ラウンド便の活用
糖化 関東圏に保転。

カントラ 在庫の余裕がある時対応
葛西

空パレットの返却ルート（取り組み後）
空パレット供給工場から最寄りの空パレット不足工場へ返却
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結果のフィードバック。月報の作成と報告（結果の見える化 モチベーション向上）
PDCAR（報告）サイクル活用。R（仕事は一人で成し得ない。報告（report)・連絡・相談が必要。）

（R（再検討） 再検討（review)）

空回転容器在庫情報

空
回
転
容
器
転
送
（静
脈
）

工場在庫入力

工
場

在
庫

入
力

工場確認

工
場

確
認

集計・発信
情
報
交
換

製
品
転
送
（動
脈
）

共通ファイルに
各工場の在庫

入
力

入
力

入
力

回転容器管理月報
◎結果の評価
◎結果の可否の要因分析・再検討
◎ 方向性の提示

◎その他

情報の
共有化
ベクトル
のすり
合わせ

共同
作業
結果
まとめ

０５年度 ３ 月回転容器管理月報
物流部　業務Ｇ

１．パレット在庫管理状況 ＊受払い不明のマイナス＝実残＞帳残 単位：枚
上期累計 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間累計

前月末残 157,295 139,932 137,078 149,149 141,387 144,500 140,729 157,295
当月投入数 15,498 450 0 1,794 500 0 2,500 20,742
除却・破損 6,947 591 984 339 2,528 160 1,404 12,953
受払い不明 25,914 2,713 -13,055 9,217 -5,141 3,611 -5,967 17,292
当月末残 139,932 137,078 149,149 141,387 144,500 140,729 147,792 147,792
受払い不明率 18.5 2.0 -8.8 6.5 -3.6 2.6 -4.0 11.7
３月単月では、行方不明は無いものの、０５年度累計で１７，２９２枚の不明となりました。
パレット出荷の客先の過不足管理がより重要であることが明確になりましたので、一層の管理強化に協力願います。

パレットは、製品の保管移動に使用する物です。
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意識の変化
回転容器の機能の再認識

取り組み前
回転容器は水や空気と
同じような存在

取り組み後
回転容器の存在が明確に
なる。市民権を得る

現場・関係者
意識改革

日々在庫をあたる
日々関心を持つ

大事な資産 大事な資産

MEIJI

現場・現物管理（ものを大事にする）でラインのモチベーション向上！

MEIJI
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定性効果
担当者のベクトルの方向性が一致

ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
！

取り組み前

空の回転容器在庫見えない

在庫偏在があっても分からない

勝手に購入

遠方まで片荷で引き取りに

空の回転容器の流れが不明

夏は不足して大騒ぎ

冬は余って置き場探しで大騒ぎ

存在感が薄い（水や空気と同じ）

工場間の連携が薄い

取り組み後

空の回転容器在庫見えてきた

在庫の偏在が見えてきた

集中管理して購入

最寄りの供給工場と連絡

空の回転容器の流れが出来る

夏場への投入計画が作られる

冬の置き場を事前に確保

存在感（市民権）が明確になる

工場間の連携が強くなる

本社と工場間の連携が強くなる
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✓パレット投入枚数 ３０％減

✓クレート投入数 １５％減

✓パレット別車引取配車台数 ３０％減

✓物流品質の向上

✓リバースロジスティックスの管理方法の深耕

成果大

空箱会議
リバースロジスティックス会議リバースロジスティックス会議
✓回転容器の管理精度の向上
✓製品物流（動脈物流）との結合等
✓物流品質の向上

定量効果と新たな展開
定量効果が価値の認識となり、新たな展開が開 ける
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パレット管理のあるべき姿から新たな展開にステップアップ
目の前のあるべき姿を実現し、価値を見出し次のあるべき姿へ挑戦

クレート管理受諾
管理体制整備構築

東日本空箱会議

東日本ﾘﾊﾞｰｽ
ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ

現場現物管理
物流品質改善

第二ステップの
あるべき姿へ

製品物流と結合
配車効率向上

実態把握

取組方
法 IT機器の利用

マンパワー活用

現場の意見集約
管理精度
投入可能労力

在庫データ集約
ルール化

管理状況報告
回収ルート作成

月報の作成発信
社内定期会議

社内LAN（管理在庫表）

入力状況把握（星取表）
空パレットの流れ把握

情報発信

あるべき姿
第一ステップ

現在進行中

2008/11/9 23

まとめ（結論）
情報の価値を認識し、価値を与え高めるのは人間。組織でP・D・C・A・Ｒを活用しスパイラルアップ！

在庫

在庫情報
の

潜在価値

見える化
共有化

在庫

集中管理化

容器利用
実態の
顕在化

共同作業化

情報価値
認識

管理体制
組織化

関連分野
との

付加価値化

顕在化

情報価値
認識

組織として連携を保ちながらP・D・C・A・R
を繰り返す

Ｒ（報告（report)・再検討（review)）は

次のPの大事な基礎。協働の結びつきを

より強くし効果をより高める
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ご清聴ありがとうございました。

最後になりますが、私ども明治乳業グループといた
しまして、皆様方のご指導とご協力を仰ぎながら、
微力ではありますが、本学会への活動等を通じて、
社会の発展に努力して参る所存ですのでよろしくお
願い致します。


